
 
 

 
 
 

 
市有建築物における吹付けアスベストの調査結果と対策について 

 

平成２０年２月６日、国より吹付けアスベストの再分析調査の方針が示されたことから、

市有建築物について再調査を進めてきましたが、再分析対象施設の調査が完了し、アスベス

トが確認された施設の対策を次のとおり実施することとしましたので、お知らせします。 

 

１ 経 過 

（１）調査経緯 

平成１７年度より調査を開始し、アスベストの使用が確認された施設については除去

等の対策を実施するとともに、平成１８年度の基準値や分析方法の変更に対しても速や

かな対応を図ってまいりました。また、平成２０年２月に国より示された方針にともな

い、これまで対象とならなかった施設についても、平成１９年度より再分析調査を実施

することといたしました。 

（２）分析調査の実施状況 

再調査の対象は１９５施設で、全ての分析調査が完了しました。 

（３）分析調査の結果 

１９５施設中７施設で吹付け材にアスベストの使用が確認されました。下表の対策基

準に基づき、速やかな対応を図ってまいります。 

 

２ 吹付けアスベストの使用が確認された施設と対策 

調査の結果、吹付けアスベストの使用が確認された施設は、以下のとおりです。 

施設名 所管課名 アスベスト使用場所 対策 

展示室天井 
加曽利貝塚博物館 生涯学習振興課 

講堂天井 

千城台公民館 生涯学習振興課 ロビー天井 

弁天小学校 学校施設課 昇降口天井 

青少年自然の家宿泊室天井 

早急に対策を行う 

高原千葉村 地域振興課 
公用車車庫天井 

変電室天井・壁    ※ 
作新小学校 学校施設課 

給食用ボイラー室天井 

生浜東小学校 学校施設課 屋外電気室天井    ※ 

計画的に対策を行う 

幕張第二保育所 保育課 
屋根折板、梁耐火被覆 

（ともに天井裏） 
解体時に対策を行う 

 なお、※以外について空気中の環境濃度測定を実施しましたが、いずれの施設においても 

一般大気中と変わらない値であり飛散の事実はありませんでした。 

平成２０年９月１日 
環境局環境保全部環境調整課 
電話 ２４５－５１８２ 
内線 ２７１１ 
 
都市局建築部建築保全課  
電話 ２４５－５８２０ 
内線 ６５５１ 


